
【  生産資材のコスト低減に向けた取組み 】

部署　：  資材課　

＜取組みの概要＞

① 利用者の実態に即した注文方式に改善し、予約注文（予約割引価格で供給）の利用を拡大しました。

② 近隣ＪＡとの連携、取扱商品や仕入れ先の見直しにより資材価格を引き下げました。

③ 行政との連携（補助事業活用）により園芸施設の整備を進めました。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

① 予約注文書様式の改善と生産部会に合った利便性向上
• 農事組合向けの予約注文

・・・ 注文書を見易く・記入し易い様式へ（Ａ４⇒Ａ３版に拡大、おすすめ商品の紹介、カラーでわかりやすく・・・など）

• 各生産部会  向けには

・・・ 農薬の重要品目に特別予約価格を設定（※）、予約注文の実施回数を増やすなど利便性も向上しました。
　　　※生産部会に要望調査を実施し、栽培において重要な農薬には「特別予約価格」 を設定、通常より更に  値下げを実施。

② 近隣ＪＡとの連携と仕入先の見直しによる資材価格引下げ
• 近隣ＪＡ・全農ふくれんと定期的に情報交換会を開催

・・・ 共通して使用している資材については、銘柄を集約して価格引下げに取り組みました。

• 各種資材の仕入れを  見直し

・・・ 従来の全農からの仕入を見直し、仕入先を複数にしました。

       特に農薬は、入札を実施して価格引下げを実現しました。

③ 行政の補助事業を活用した園芸施設にかかる農家の費用負担軽減
ハウス新規建設や既存ハウスの補修、先進装置等の導入には、

補助事業の活用を提案して生産者の負担を軽減しました。

＜農家のメリット・農協のメリット＞

　①の例
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農薬名

規　格 250ml 300g

店頭価格
通常予約
特別予約

〈H29 農薬の特別予約価格の一例〉（税込）

ｱﾐｽﾀｰ20
ﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｵﾗｸﾙ
顆粒水和剤

4,430円 10,710円

4,223円 10,252円
3,480円 8,980円

値下げ幅
（通常―特別） -743円 -1,272円

事業種別 戸数 事業費 補助金

ハウスの新築 9
ハウスの補修 4

資材・装置の導入 17
計 30

〈H29　補助事業の実施実績〉　（税抜）

209,631
千円

104,854
千円

②の例

③の例


